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平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

90,607 87,755 0 0 0

45,971 48,421 0 0 0

指標(１） 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目標値 77.80% 77.80%

実績値 77.80% 77.80%

達成率 100.0% 100.0% ─ ─ ─

達成状況 A：達成 A：達成

指標重要度
の割合(％) 50 指標設定理由

指標(２） 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目標値 10,000 10,000

実績値 8,803 18,230

達成率 88.0% 182.3% ─ ─ ─

達成状況 B：相当程度達成 S：目標超過達成

指標重要度
の割合(％) 50 指標設定理由

平成29年度
達成状況 141.2% 【達成状況分析】

【指標重要度の割合の設定理由】

区内の緑の多くは、公園や街路樹によるものだが、公園や公共施設の空き地に「いのちの森」「学校の森」
の植樹をしており、公園緑地課の職員の協力を得ている。

　平成21年度から集中的な植樹を開始し、平成29年度までの9年間で93,243本を達成した。この間、学校
や老人保健施設の職員はもとより、NPOや地域住民の協力により、維持管理も実施している。

１２　投入コストの推移 事業費合計（千円）

街路樹の設置割合

○区内の再開発の進展により、区の人口は増加を続けており、集中的な緑化を行う余地が年々減少している。

 設置割合の増加は、区内のみどりが増加し、みどりのネットワークが形成されていることを示す指標であるため。

　平成21年度より「グリーンとしま」再生プロジェクト事業が開始となり、その時点で10年間に100,000本の植樹を実
施するという目標設定をしており、施策達成度を測る指標として適正である。

１３　施策の達成度を測る
　　　指標の推移

１４　施策達成状況
S：目標超過達成

植樹本数（苗木配付本
数を含む）

区道の街路樹・植樹帯を整備することによって、公園・児童遊園等をはじめ、公共施設や民有地の緑をつなぎネットワークを形成していきます。

　○区内のみどりのネットワークを形成する主なものは街路樹であるため、都道や区道の整備事業に伴う街路樹整備により、一定の設置割合を維
持するよう努めている。街路樹等の設置割合の維持に加え、樹木の健全な育成と歩行者の安全確保のため、適切な維持管理が求められている。
　○ヒートアイランド現象による地面や建築物の蓄熱が、熱中症など健康に深刻な影響を及ぼしており、地面や建築物の蓄熱量を抑えるため、身近
なみどりを増やす必要がある。
　○近年、区内全域で緑化の取組を行っている個人・企業等が増えており、緑化の取組を支える様々な団体や個人の活動を支援することが必要で
ある。

１０　施策の実現に影響を
      及ぼす環境の変化
　  （法改正、社会状況等）

８　施策の目標

○集合住宅のベランダなどでも育てられる低木のＰＲを強化。

様々な主体による緑化活動を支援するとともに、主体相互間の連携・協働を推進します。

学校等の区有施設のほか、民有地への植樹などを通じて、区全体の緑化を推進します。

基本計画指標

補助指標

９　施策の現状と課題

うち一般財源分（千円）

１１　今年度の
　　　施策の取組方針

費　　目

平成30年度　　施策評価表

５　評価担当部

６　施策関連課

７　評価者

5-1-2

みどりのネットワークの形成

みどりのネットワークを形成する環境のまち

みどりの創造と保全

環境清掃部

１　施策№

４　施策

環境清掃部長　児玉　辰哉

２　地域づくりの方向

３　政策

環境政策課 公園緑地課
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平成30年度　　施策評価表

１９　施策を構成する計画事業

事業整理番号 項目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

事業費合計（千円） 20,973 22,492
うち一般財源分（千円） 20,973 22,492

現状評価 A：良好 B：普通

事業特性１ 施策貢献度 ★★★ ★★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 A:現状維持 C:縮小

事業費合計（千円） 3,718 4,033
うち一般財源分（千円） 3,718 4,033

現状評価 C：不十分 C：不十分

事業特性１ 施策貢献度 ★ ★

事業特性２ 今後の事業の方向性 C:縮小 D:終了

事業費合計（千円） 3,053 3,104
うち一般財源分（千円） 3,053 3,104

現状評価 B：普通 B：普通

事業特性１ 施策貢献度 ★★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 B:改善見直し B:改善見直し

事業整理番号 項目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

事業費合計（千円） 62,863 58,126
うち一般財源分（千円） 18,227 18,792

現状評価 B：普通 B：普通

事業特性１ 施策貢献度 ★★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性

事業名

区単独

任意的事業

「いのちの森」のコンセプトを熟知した委託業者からノウハウを得、必要な維持作業を行う。

事業名

１６　施策貢献度の考え方
      （設定の根拠・理由）

　「グリーンとしま再生プロジェクト事業」は年間10,000本の植樹（苗木の配付を含む）を目指し、10年間で100,000本の目標を掲げ、
今年度で100,000本達成となる。
　また、本プロジェクト10年目にあたり、10万本達成記念イベントを10月に予定している。
　「誕生記念樹配付事業」については、平成27年度からの事業であるが、子どもの誕生を祝い、健やかな健康を願って苗木を贈ると
ともに緑化の推進を図る事業である。申込み件数が事業開始年度より増加しており、区内植樹本数に一定の貢献をしている。
　「街路美化経費事業」は、街路樹等の適正な維持管理を行うことにより、樹木の健全な育成と歩行者の安全を確保し、緑の保全に
貢献している。
　「界わい緑化事業」については、平成28年度、29年度とも実績がなく、貢献度は低い。

１７　来年度の方針
  　（課題解決策や改善策、
　　成果向上策について）

　地域住民が自主的に育樹を行い、高木となった場所をはじめ、今後は「いのちの森」「学校の森」としていかに維持していくかへ移
行する時期と捉えている。
　また、「界わい緑化」については廃止の予定である。

0601-02

１５　施策を構成する
　　　事務事業評価
　　　を踏まえた分析

界わい緑化推進事業

「グリーンとしま」再生プロジェクト事業

0601-01

0601-03

　基本的には、植樹した施設が維持管理を行っており、地域住民が育成をしている場所もある。
　学校教育に取り入れるなど、高密都市の中で自然に触れる機会となっている。

1103-04

２０　施策を構成する一般事業

誕生記念樹配付事業

街路美化経費

任意的事業

区単独

任意的事業

区単独

任意的事業

区単独

１８　新規・拡充事業の
　　　効果や必要性
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